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学校運営協議会による評価（協議会の委員の意見等） 

【教育課程について】 

 ○令和３年度は、児童にとっても保護者にとっても喜ばれるような行事をしっかりと実施するこ

とができていた。 

【安全に対する意識について】 

○児童もだいぶ安全に対する意識が高くなってきてはいるものの、周りに注意をせずに話をしなが 

ら帰る児童がおり心配である。 

【心の教育について】 

○児童の自己肯定感を高めるよう、褒めて伸ばす指導をして欲しい。また、感謝をする気持ちを

育てるような教育をして欲しい。 

【児童の基礎学力の定着について】 

 ○基礎学力の定着はとても大切である。学習の積み残しがないよう、学校でも十分に取り組んで

欲しい。また、教師も学び続けることが大切である。 

【学校の相談体制について】 

 ○児童同士のトラブルがあった際は、双方の保護者にしっかり連絡を取ることを今後も継続して

欲しい。 

【地域との連携について】 

○地域の中で子どもを育てるために地域と子ども達が協力して清掃活動を行うなどするとよい。 
 
 
学校運営協議会による評価を受けた学校の対応 
 

学校評価アンケートの結果や学校関係者評価委員の皆様のご意見からも、本校の今年度の学校経

営、教育活動の取組にご理解をいただくことができたと思われる。また、さらに豊かな教育活動を展開

する上では、さらに工夫をしていく必要を感じている。今後も児童・保護者・地域に信頼され、「地域から

愛される学校」を目指し「みんなが笑顔の東大成小学校」を合言葉に、課題解決に向けて組織として積

極的に取り組んでいく。 

 

【安全指導に向けて】 

○登校指導や下校指導を教職員で実施し、教職員全体で共通理解を図る。さらに、生徒指導部、安 

全部が連携して、学級指導等を継続し、子ども達の安全に関する意識を高めていく。 

【基礎学力の定着に向けて】 

○基礎学力タイムを充実させたり、家庭との連携を強化して、さらに基礎学力の定着を図っていく。 

【心の教育について】 

○自己肯定感を高めるような声掛けや活動を増やし、児童が楽しく学校に通うことができるよう

にしていく。 
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備考 Ａ４用紙１枚程度に簡潔にまとめ、教育委員会に写しを提出してください。 

 


